	分野
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教材の
タイトル
	企業戦略を学び、新たなテーマパークを企画しよう

	教材からの学び
	１　与えられた資料から、ロジックツリーを完成し、情報の整理能力を身に付ける。
２　新たなテーマパークを企画し、ビジネスの目的に即した角度からプランを考察する。
３　ペイオフマトリクスを用いて、互いの情報を整理し、優劣の判断が難しい事柄について、優先順位を付けて整理しようとしている。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義と個人学習＞
１　ワークシートを配付し、与えられた資料から、自らロジックツリーを完成させる。（25分）
２　新たなテーマパークを企画し、そのアイデアを可能な限り洗い出させる。
　　アトラクションやキャラクター、グッズ、コンセプトなど何でもよい。
　　（25分　または　次回の授業時間までの事前課題としてもよい）

＜２時間目　グループワーク・発表＞
１　グループに分かれ、自らのアイデアを発表しながら、ペイオフマトリクスを完成させる。（30分）
２　グループごとに、発表する。（10分）
３　振り返りシートを活用して、振り返りをする。（５分）
４　クロージング。（５分）


ティーチングノート




グループワーク「企業戦略を学び、新たなテーマパークを企画しよう」　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　ビジネスとマネジメント
第２節　イノベーションの重要性

■本単元の目標
＜１時間目＞
・与えられた資料から、ロジックツリーを完成し、情報の整理能力を身に付ける。
・新たなテーマパークを企画し、ビジネスの目的に即した角度からプランを考察する。

＜２時間目＞
・グループに分かれ、ペイオフマトリクスを用いて、お互いの情報を整理することで、優劣の判断が難しい事柄について、優先順位を付けて整理することができる。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
　・【フレームワーク活用１】から、資料を基に、なぜＵＳＪが再建したかについて理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現
　・【探究課題】から、新たなテーマパークを開園するためのコンセプトの記入状況から、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。
　・【フレームワーク活用２】から、ペイオフマトリクスから、根拠に基づいて、自身の考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・「シート１」または「シート２」の振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。


















■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
＜ロジックツリーを活用した情報整理＞（25分）
１　ワークシートを配付し、与えられた資料から、自らロジックツリーを完成させる。
＜新たなテーマパークの開園に向けて、あなたがＣＭＯだ！＞（25分）
２　新たなテーマパークを企画し、そのアイデアを可能な限り洗い出させる。
　　アトラクションやキャラクター、グッズ、コンセプトなど何でもよい。
　　（25分　または　次回の授業時間までの事前課題としてもよい）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（１分）
　・これまでに家族や友達と一緒にＵＳＪ（ユニバーサルスタジオジャパン）に行ったことはありますか。今でさえ華やかなイメージがあるＵＳＪですが、開園当初はうまくいかないことが多かったことをみなさんは知っていますか？実は、ある一人のマーケターの力で、この危機的状況を乗り越えることができました。さて、どんなことをして乗り越えたのでしょうか。

２　【フレームワーク活用１】ロジックツリーを活用した情報整理（24分）
　・ワークシートを配付する。
　・次の「私（森岡毅＝もりおかつよし）の成功体験」を読みましょう。（５分）
　　今回は、情報を整理するフレームワークとして、ロジックツリーを活用します。ロジックツリーは、結果に対する要因を細かく分析するために使われるフレームワークの１つです。ＵＳＪを再建できた理由について、ロジックツリーの４つの枠を埋めて完成させましょう。（９分）
　　ロジックツリーを、隣り合う生徒同士で共有してもよい。模範解答を見せてもよい。
　・次に、ＵＳＪが再建できたのは、お客さんにとってどのような消費意欲を刺激したと考えられるか考えてみましょう。（10分）隣り合う生徒同士で共有してもよい。

３　新たなテーマパークの開園に向けて、あなたがＣＭＯだ！【探究課題】（25分）
　・2022年、愛知県の長久手市には、2005年に開かれた愛知万博の会場跡地にジブリパークが開園しました。家族や友達と一緒に行ったことはありますか（導入部分とし、他の事例でもよい）。
・さて、３年後、愛知県に新たなテーマパークが開園予定と仮定します。そこで、あなたが愛知県の高校生を代表として、ＣＭＯ（マーケティング最高責任者）に任命されることになりました。目標年間集客数は、1,000万人です。新たなテーマパークを開園するにあたり、どんなテーマパークを開園したいか考えてみましょう。アイデアの例として、コンセプト、アトラクション、キャラクター、グッズ販売、イベント、入園料などがあります。参考として、年間集客数の例として、長島リゾートは1,530万人、リトルワールドや明治村は50万人、志摩スペイン村は122万人、富士急ハイランドは200万人、東京ディズニーリゾートは2,755万人。
　・内容については自由で、箇条書きでもよいが、教材作成者としての推奨は５つ以上のアイデアを出すことが望ましいため、なかなか作業が進まない生徒がいる場合は、できるだけ多くのアイデアを引き出せるように誘導してもよい。
　・ここに多くの時間を割きたい。アイデアが少ない場合、次回の授業までの事前課題とする。


＜２時間目＞
	【授業の大枠】
【フレームワーク活用】
・グループに分かれ、自らのアイデアを発表しながら、ペイオフマトリクスを完成させる。（30分）
・グループごとに、発表する。（10分）
・振り返りシートを活用して、振り返りをする。（５分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　グループ内での情報共有（10分）
　　議論を始める前にグループ内での情報共有を行う。
(1) 心理的安全性の確保（１分）
　・それでは今から意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2) グループ内での情報共有（９分）
・コンセプト、アトラクション、キャラクター、グッズ販売、イベント、入園料などグループで
共有する。
　・次のフレームワークを活用した実習のために、他の生徒の新しい発想や、よい意見やアイデアをワークシートの裏面などにメモするよう伝える。

２　【フレームワーク活用２】ペイオフマトリクスの完成（20分）
　・ここからは、フレームワークを活用したワークを行います。グループで出した意見やアイデアを自分のワークシートにあてはめていきます。今回は、ペイオフマトリクスというフレームワークを活用していきます。このフレームワークは、お客さんの立場から見た効果の側面と、会社側の立場から見た金銭的・物理的な環境などから考えた実現性という側面の２つの視点を合わせて、そのアイデアの優位性を確かめるためのものです。まず、縦軸を効果とし、その低さと高さでポジショニングします。次に、横軸を実現性が易しいか難しいかでポジショニングしていきます。書くときは、箇条書きまたはキーワードのみでかまいません。みなさんが出し合った意見やアイデアに優先順位を付けて、情報を整理しましょう。
　・ここに時間を割きたい。作業が進まないグループは、１つのアイデアを誘導してもよい。
　・時間に余裕があれば、経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）の観点から本当に優位性があるものにラインマーカーなどで色付けしてもよい。

３　全体意見共有（10分）
　・グループで、発表者を決め、グループで考えたペイオフマトリクスについて全体で共有する。


４　振り返り・気付きの共有（５分）
　・振り返りシートを配付し、記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面から、非常に重要なため必ず行う。
　・振り返りシートを回収し、評価をつける。

５　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています（クロージングの方法はこの限りではありません）。よろしければ参考にしてください。
　・利益を追求するビジネスの世界では、ビジネスの目的に即したアイデアが歓迎されますが、そこには誰も見たことのない新しいアイデアや発想力が必要になります。また、限られた経営資源をいかに利用するか、あるいは経営資源を改良して、投資費用を少なく抑えるかという視点も重要です。大きなイベントや新しいイベントを企画・開発・運営・管理するには莫大な資金、時間、従業員数が必要になります。確かに、その実現には従業員や、技術スタッフの反対もあることでしょう（実際、ＵＳＪのホラーナイトのゾンビ数は、100体を超えるので、それだけの従業員数と従業員の教育、衣装や化粧などの準備が必要になる。別のアトラクションを誘致するためにお金をかけられない事情もあり、そもそもコースターを新設する費用と場所と施設がないため、もとから走っているジェットコースターを逆走する計画を持ちかけたときも技術スタッフから猛反対されたと森岡毅著の書籍に記されている）。
　　そのため、新しい何かを実現するためには、まず、従業員を説得しなければいけません。地域住民や、お客様にも納得してもらう必要もあります。しかし、一方で、新しいイベントのために、既存の施設のクオリティやサービスを低下させてもいけません。一時的でなく、長期的な視点で資金調達が可能なビジネスプランが立てられるか、これが今後必要とされるマーケター（ＣＭＯ）としての力です。これは、テーマパークに限らず、会社の運営、工場の運営も同じですよね。
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